
【先生からのおすすめ図書】

　  

【取組内容】

【先生からのメッセージ!!】

①
小学校・中学校・高等学校等・フリース
クール・矯正施設・児童自立支援施設

・読み聞かせ
・ワークショップ
・質疑応答
・講義
（本や資料を読むことの必要性・作家になった理由
　　・本の制作に関する話等）

200人程度まで

100人程度まで②
・読み聞かせ
・ワークショップ
・質疑応答

幼稚園・保育所・認定こども園

お話には「力」があります。皆さんの知らない世界･･･国や言葉、ひとや生き物、時代や場所などが
たくさん存在します。読んでいるうちに別の生き物や魔法使いになったり、地球の裏側や宇宙に行っ
たり、過去や未来に行くことも出来ます。お話のなかで、様々なことを経験するでしょう。もう一つの
魅力は、友達が出来ることです。読み終わっても、お話はそのまま皆さんの中で生き続け、エネル
ギーになると思います。
また、私はお話をただ「読む」のではなく「声に出す」ことを楽しんでもらいたいと思っています。話すこ
とが苦手だなと思っていても、一緒に声に出すことで世界が広がります。一緒に楽しんでみません
か?

『はやくちレストラン』 『りんご　ごろごろ』
作:もぎあきこ

著:常世晶子　茂木亜希子 絵:森あさ子

　 『こども　アナウンスブック
　 　　　　正しい発声とつたえる力』

絵:森あさ子
子どもの未来社

文:もぎあきこ

金の星社刊 世界文化社

校　　種 内　　容 人　数

埼玉県出身。武蔵野女子大学文学部卒業。

大学卒業後、NHK⾧野放送局キャスター、テレビユー福島アナウンサーを経験。

自身の子どもに絵本の読み聞かせをする中で絵本の持つ力に衝撃を受ける。これ

を機に「多くの子どもたちに絵本を読みたい」と思うようになり、保育士資格を独学

で取得し勤務をスタート、絵本作家としても活動。

また、子どもたちに「話すこと・表現すること」の楽しさを伝えるべく、こどもアナウンス

発声協会を立ち上げ、小学校から大学、社会人に発声教育を展開している。

【所在:東京都】

【訪問可能校種:幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・中学校・

高等学校等・フリースクール・矯正施設・児童自立支援施設】

もぎあきこ先生

Ⓒ


